
６
９
２
９
世
帯
分
の
二
酸
化
炭
素
を

削
減
し
ま
し
た

　
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム（
燃
料
電
池
）の
導
入
、
既
存
住
宅
の

断
熱
改
修
、
事
業
者
用
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備（
太
陽
光
発
電
等
）の
導
入
な
ど
を
支

援
し
た
省
エ
ネ
効
果
と
、
森
林
整
備
に
よ
る
吸

収
効
果
に
よ
り
、
約
２
万
７
５
１
６
㌧
の
二
酸

化
炭
素
を
削
減
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
均
的
な

家
庭
換
算
で
大
郷
町
・
大
衡
村
・
色
麻
町
の
合
計

世
帯
数
の
排
出
量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

森
林
を
整
備
し
、
森
の
働
き
を
高
め
ま
し
た

　
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
機
能
向
上
や
、
降
雨
な

ど
に
よ
る
山
崩
れ
や
土
壌
の
流
出
を
防
止
す
る

た
め
、
５
４
５
㌶
の
間
伐
や
55
㌶
の
造
林
な
ど

の
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
生
態
系
へ
の
影
響
や
農
林
業
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
増
え
す
ぎ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
を
３
８
０
５
頭
捕
獲
し
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
44
の
小
学
校
で
環
境
に
関
す
る
出
前
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
み
や
ぎ
環
境
税
」を
活
用
し「
み
や
ぎ
環
境

交
付
金
」と
し
て
各
市
町
村
へ
交
付
し
、
地
域

で
実
施
す
る
環
境
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
令
和
２
年

度
に
実
施
さ
れ
た
市
町
村
事
業
の
う
ち
、
２
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

大
崎
市
…「
大
崎
耕
土
」の
生
物
文
化
多
様
性
普

及
啓
発
事
業

　
平
成
29
年
度
に
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

た「
大
崎
耕
土
」の
普
及
啓
発
を
行
う
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、「
大
崎
耕
土
」自
体
を
博
物
館

（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
し
、
現
場（
フ
ィ
ー
ル
ド
）

そ
の
も
の
が
展
示
品
で
あ
る
と
い
う
、「
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」の
も
と
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
林「
居い

ぐ

ね

久
根
」や
た
め
池
な

ど
の
現
場
に
説
明
看
板
を
設
置
し
、
掲
載
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
説
明
動
画
を
そ
の
場
で
見
ら

れ
る
仕
組
み
を
整
備
し
ま
し
た
。

仙
台
市
…
公
共
施
設
低
炭
素
化
検
討
事
業

　
発
電
の
際
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
も
地
球

温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
す
が
、
エ
ア
コ
ン
の
稼

働
に
用
い
る
電
力
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
仙
台
市
で
は
市
立
学
校
に
設
置
し
て
い
る
エ

ア
コ
ン
の
運
用
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
市
立

小
学
校
の
３
教
室
を
試
験
的
に
断
熱
改
修
し
、

使
用
電
力
に
関
す
る
効
果
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
天
井
・
壁
な
ど
の
断
熱
、
二
重
窓
や
部
屋
の

外
側
の
遮
熱
ブ
ラ
イ
ン
ド
設
置
な
ど
、
よ
り
効

率
的
な
断
熱
仕
様
を
実
証
・
検
討
し
、
省
エ
ネ

化
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
結
果
は
、
市
立
学
校
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
活
か
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
県
は
、「
み
や
ぎ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
2
0
5
0
」と
い
う
新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
県
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
集
約
・

発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
み
や
ぎ
環
境
税
は
、
課
税
目
的
に
沿
っ
た
事

業
に
の
み
使
用
し
、
そ
の
使
い
道
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、「
環
境
創
造
基
金
」に
積
み
立
て
て

管
理
し
て
い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　
基
金
の
残
高
は
、
令
和
３
年
度
以
降
の
事
業

に
引
き
続
き
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

温
暖
化
対
策
の
成
果
に
つ
い
て

温
暖
化
対
策
以
外
の
成
果
に
つ
い
て

基
金
の
残
高
に
つ
い
て

み
や
ぎ
環
境
交
付
金
事
業

（
市
町
村
提
案
型
事
業
）

「
み
や
ぎ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
5
0
」

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た

み
や
ぎ
環
境
税
に
関
す
る
こ
と

問
環
境
政
策
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
６
６
１

み
や
ぎ
環
境
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と

問
税
務
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
３

問
い
合
わ
せ
先

間伐された森林

金額（円）
令和元年度末の残高① 8億6004万
令和２年度収入（税収・運用
など）② 17億4875万

令和２年度支出③ 17億1686万
令和２年度末の残高
①＋（②－③） ※8億9192万

令和２年度の収支と
環境創造基金の残高

※１万円未満を切り上げているため、合計が一致して
いません

表

既存窓への内窓追加

世界農業遺産「大
崎耕土」ウェブペー
ジはこちら 

仙台市
ホームページ
はこちら

ポータルサイト
はこちら
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間伐作業

～ 令和２年度事業とその成果を紹介します ～

県政 ニュース

みやぎの豊かな環境を守り、
次の世代へ引き継いでいこう

　宮城の豊かな環境を適切に保全し、次の世代へ引き継いでいくため
に、平成23年４月から「みやぎ環境税」を導入し、さまざまな事業に取
り組んでいます。
　喫緊の環境課題の解決に向けて策定した「新みやぎグリーン戦略プ
ラン」に基づく以下の４つの視点をもとに、令和２年度は50事業を実施
しました。
　そのほか、市町村向け事業「みやぎ環境交付金事業」を実施しました。

自主的・継続的に環境に優しい行動を実践する人材の育成や環境教育を一層充実させる取
り組みを推進しました。

◦児童・生徒のための環境教育推進事業／ 123万円
県内の児童・生徒を対象にＮＰＯなどと協働して行う環境教育に関する出前講座
◦ルルブル・エコチャレンジ事業／ 192万円
幼児～小学校低学年を対象に、基本的生活習慣の実践とエコ活動（夜間の電力不使用）を推進

主
な
事
業

◦スマートエネルギー住宅普及促進事業／ 2億8697万円
住宅への太陽光発電システムなどの設備導入や住宅の省エネルギー改修工事を行う
県民の方に対する補助
◦省エネルギー・コスト削減実践支援事業／ 1億5176万円
省エネルギー設備（高効率のボイラ、空調機、LED照明など）を導入する事業者に対する補助

主
な
事
業

事業者や家庭での積極的な二酸化炭素の削減に向けた取り組みを推進しました。

導入された高効率ボイラ

住宅地に出没したニホンジカ

こども環境教育出前講座

低炭素社会の推進　16事業／ 6億5625万円

二酸化炭素の吸収機能など多面的機能を持つ森林や里山の管理・保全と森林資源活用に
向けた取り組みを推進しました。

◦温暖化防止間伐推進事業／ 1億5006万円
間伐や森林作業道の整備に対する補助
◦県産材利用エコ住宅普及促進事業／ 2億6257万円
優良みやぎ材などの県産材を一定以上使用した新築一戸建て木造住宅の建築主に対する補助

主
な
事
業

森林の保全・機能強化　12事業／ 6億４２８４万円

◦野生鳥獣適正保護管理事業／ 1628万円
生息域拡大が著しい野生鳥獣（ニホンジカ・イノシシ）の捕獲による適正な管理
◦伊豆沼・内沼よみがえれ在来生物プロジェクト事業／ 1988万円
　在来生物を復活・増殖させるための環境改善や外来生物の駆除

主
な
事
業

生物多様性を育む豊かな自然環境の保全・再生に向けた取り組みを推進しました。

生物多様性・自然環境の保全　16事業／８８９０万円

環境共生型社会構築のための人材の充実　６事業／１１２１万円

視点1

視点2

視点3

視点4
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